第５０回観察会　2007年５月17日(木) 12:05～13:40　晴れ

『京大植物園　花の地図をつくろう』

☆ガイドレポート
第50回という記念すべき観察会は、いつもとは違う形になりました。いつもなら、講師の先生が朗々と話す解説に参加者の皆さんが耳を傾け、講師が歩く後を参加者がぞろぞろとついていくという構図です。しかし、今回のテーマは、「花の地図を作ろう」。誰が作るのかというと、参加者の皆さんです。ということで今回の観察会は、講師は楽して解説せず、参加者の皆さんが園内いっぱいに広がっていき、一生懸命花を探す、という風景が展開されました。
京大の植物園は、言わずもがなですが、植物の宝庫です。でも、その宝庫の植物がいつごろどこで花をつけたり実をつけるか、記録はないのではないでしょうか。これらを記録すると同時に、参加者の皆さんに「私が見つけた花」という身近な気持ちで植物園と接してもらうきっかけになれば、と（そして、講義するネタに困った講師の下心とともに）、今回の観察会が開かれたのでした。
会の前日は激しい雨と風。この分でいくと、観察会も嵐か・・・と危ぶまれましたが、会当日はかろうじて雨もやみ、時には日差しも差す、さわやかな天気となりました。植物園ではエゴノキの仲間が花盛り。春の花の盛りは過ぎてしまっていましたが、初夏の花を探す旅となりました。
参加者の皆さんは、説明を受け、4つの班に分かれて、花探しへと旅立ちます。花の多さは、各班が担当する区域でずいぶん違いました。旅立った途端すぐ足元に咲く小さな花を発見、探す苦労もなく次々花が見つかる班もあれば、大木ばかりで、しかも咲いておらず、早々に花探しはあきらめて代わりに地図の目印になる木を探す班もありました。
約半時間の花探しのあと、植物園の大きな白地図の前に集合しました。各班が、自分たちの見つけた花の色のシールを、見つけた場所に貼っていきます。出来上がってみると、予想していたよりずっと数多くのシールが白地図を埋めました。参加者の皆さんも、いつもの聞くだけの観察会と違った達成感があったようです。あの植物の名前が思い出せなかった！と悔しさに上気する人、ここは花が少なかったが木陰が暗すぎるのでは？と考え込む人、この花の香りはどこから？と探し回る人・・・。参加者一人ひとりの個性が出た、楽しい会になったと思います。
「花の地図を作ろう」の続きは9月終わりごろに開催する予定です。今回見た花の実が見られるかもしれないので、「花と実の地図を作ろう」という題にしてもいいかもしれませんね。
ガイド：西田佐知子さん（名古屋大学博物館）

今回の観察会では、参加者と主催者側が協力して園内の花や樹木の地図をつくるという取り組みを初めて行いました。
当日は参加者とスタッフを四班に分け、同時に植物園の白地図を四つの区域に分割し、各班が一つずつ担当しました。「この白地図にはまだ何も記入されていません。植物園を歩くのが楽しくなるような地図を作ってみましょう」というガイドの声かけのもと、地図作りに取りかかりました。各班とも担当区域の中で目印になる樹木や、現在花をつけている木や草の位置を、花の色に近いシールや色鉛筆などを使って記入していきました。
40分ほどで記入を終えて集合し、各班が記入した地図を一枚の大きなボードに貼り合わせて植物園全体の「花と樹の地図（2007年春バーション）」が完成しました。最後に、各班の担当エリアの特徴や「みどころ」を紹介し合ってお開きとなりました。
ガイド：坂本三和さん（京大フィールド科学教育研究センター）

☆参加者の感想
· 緑の良い匂いがしました。なんだかほっとして良かったです。　　　（初めての参加、１８～３０才、京大農学部院生、女性）
· 楽しい趣向の企画で、これからも行ってほしいと思います。植物園はすがすがしい気分になれるので好きです。　　　　　　　　　（参加２～５回、１８～３０才、京都大学院生、男性）
· 花の少ない区域だったので自然を満喫しました。　　　　　　　（参加２～５回、６０才以上、京都市内のかた）
· 木の名前などわからないもの多かった。いつもと違って、とまどいました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加１０回以上、３０～６０才、京都市内のかた、女性）
· 家の庭で、草引きしている草にすべて名前があっておもしろかったです。又次回も来たいと思いました。　　　　　　　　　　　　　（記入なし）
· ブナ科エリアには花が少なかったのですが、よく見ると道の脇に小さな花がいくつか咲いていました。また違う時期に地図作りをやりたいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加１０回以上、１８～３０才、京大農学部昆虫生態院生、男性）
· 雨上がりの最高の日和にたくさんの親切なスタッフの方々に教えられて勉強できました。今まで見過ごしてきたもの、知りたいと思っていた木、花を再確認できて、とても楽しい時間を過ごすことができました。ハンノキ、キショウブ、ショウブ、ウツギ、など。ありがとう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０才以上、京都市外のかた）
· 初めて植物園を見学できたうえに、いろいろな木や草花の名前を教えていただき、とても幸せな時間でした。また是非参加したいです。ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　（初めての参加、６０才以上、京都市外のかた、女性）
· もっとじっくり植物をみてみたくなりました。植物園の全ぼうを知りたくなりました。ありがとうございます。　　　　　　　　　　（初めての参加、１８～３０才、京都市内のかた）
· 一見花は終わった様に見えてもよく探すと数多くの花々が秘やかに咲いているのを発見でき自然の懐深さを学んだ。　　　　　　（参加２～５回、京都市内のかた、男性）
· いつも見つめない場所に目を向ける良い機会になり良かったです。（６０才以上、女性）
· 大木もそれから足元にもいろいろな草花、とてもおもしろかったです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加２～５回、３０～６０才、文学部職員のかた、女性）
· この木は？この花は？とわからないだらけで悔しい！また来ます。（初めての参加、１８～３０才、京大総合人間学科学部生、男性）
· 全員参加ｔｙｐｅの観察会、とてもよかったです。また是非やりましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京大農学部昆虫生態院生、男性）
· 花を知ることの楽しさを実感しました。　　　　　　　　　　　（参加１０回以上、京大近辺にお住まいのかた）
· 調べた場所が開けた場所だったので雑草の花が多かった。「いつも庭で見ている花だけど、何ていう名前ですか？」と聞かれることが多く、参加者の方は、普段何げなく見ている花の名前がいろいろ分かったのではないかと思う（自分も含めて）　　　　　　　　　　（参加１０回以上、３０～６０才、京大農学部昆虫生態院生、男性）
· 今日はスタッフとして参加しました。花は少なめでしたが、予想していたよりもはるかににぎやかな地図ができました。みな様のご協力のたまものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加１０回以上、１８～３０才、京大院生、女性）
· 最後のとうさいかちの木の下で甘い香りにつつまれて、風の音を聞きながらお話を聞いていたのが印象に残りました。あまり熱心でなくごめんなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加２～５回、３０～６０才、京都市内にお住まいのかた、女性）
· 心配やった天気も回復し、緑がすがすがしかったです。植物についてはほとんど知識がないですが、大変楽しめました。　　　　　　（参加１０回以上、１８～３０才、京大農学部昆虫生態院生、女性）
· 何回も通った道なのに思っていたよりもたくさんの種類の植物があってびっくりしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　（１８～３０才、京大農学部森林生態院生、男性）
· アシスタントとしての参加でしたが、むしろ参加者の方が詳しい程で・・・勉強が足りないなあと反省しました。　　　　　　　　　　（初めての参加、１８～３０才、京大農学部昆虫生態院生、男性）
· スタッフとして参加しましたが、みなさんの知識にとても助けられました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加１０回以上、１８～３０才、京大農学部昆虫生態院生、男性）

池の近くの木々草木を見せて頂きました。身近で見ていても知らない名、心に残してきました。ありがとうございました。　　　　　（記入なし）
· 花を探す楽しみがあり、これまでの観察会と違ったよさがあった。花の名前がわからないと不安になる。逆に知っていると親しみが湧く。楽しい観察会でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加２～５回、６０才以上、京都市内のかた、男性）
· 野草の多い場所の観察会でしたので楽しかったです。ただ名前のわからない植物もありました。　　　　　　　　　　　　　　　　（参加２～５回、３０～６０才、女性）
· 植物園に来たのは初めてですが、いろいろな植物が京大内にも生育していることを知り、とても興味をもちました。また参加したいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初めて参加、１８～３０才、京大総合人間学部学部生、女性）
· とても楽しかったです。スタッフの方々の準備、手順等たいへんだったと思います。ありがとうございます。この５月は植物にとって春は終わりなのですね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３０～６０才、京都市内のかた）
· 花の名前、木の名前は聞いてもすぐ忘れるけど～～愛してます。　（参加１０回以上、６０才以上、京都市内のかた、女性）
· 初めてでこのような企画に参加でき興味深かったです。これからはもっと関心をもって高野川（家から近いので）を散歩してみようと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初めての参加、３０～６０才、京都市内のかた、女性）
· わ～楽しかった　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加１０回以上、３０～６０才、京大近辺にお住まいのかた、女性）

戻る

